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福岡第二合同庁舎：福岡市博多区博多駅東2-10-7

東福第二ビル　　：福岡市博多区博多駅東2-9-1

第１会場　Ⅰ部門『安全・安心部門』　　　　　　　　　　　福岡第二合同庁舎 ２F共用(第2-4)会議室

第２会場　Ⅱ部門『イノベーション部門』　　　　　　　　　福岡第二合同庁舎 ２F共用(第5-6)会議室

第３会場　Ⅲ部門『CX・アカウンタビリティ部門』　　　　  東福第二ビル 1F(第1)会議室

第４会場　Ⅳ部門『九州活性化部門』　　　　　　　　　　　東福第二ビル 1F(第2)会議室

第５会場　Ⅴ部門『アセットマネジメント部門』　　　　　　東福第二ビル 1F(第3)会議室

審 査 結 果 発 表 ／ 企 画 部 長

16時

　　   特別講演　「パブリック・スピーキングにおける「ことば」の技術」

10時

／　　東京大学　有馬　氏

11時

12時

14時

13時

昼　　　　　　　　　　食

15時

閉　　　　　　　　会

※第一日の開会式と第二日の特別講演及び表彰式は第１会場

会場

13時

14時

15時

講 　　　　　　　　  評 ／ 各 部 門 審 査 委 員 長

令和８年度
九州国土交通研究会プログラム

（3課題）

10時

（3課題） （3課題） （3課題）

プ　　　ロ　　　グ　　　ラ　　　ム

運　営　に　つ　い　て

（3課題）

時間割

12時 昼　　　　　　　　　　食

00 00 0000 00

11時

会　場　設　営

第
一
日
／
７
月
23
日
　
木
曜
日

開　催　あ　い　さ　つ

第
二
日
／
７
月
24
日
　
金
曜
日

表 彰 ／ 局 長



発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

1 11:00～11:15 VRを活用した防災意識啓発コンテンツについて 防災室 田中 聡 たなか　さとし

2 11:15～11:30 花月川豆田地区における河川改修と地域との合意形成に向けた取組について 筑後川河川事務所 一村　和仁 いちむら かずひと

3 11:30～11:45
九州沿岸域の高潮・波浪予測を目的とした西日本海域高潮波浪システムの改良に
ついて

下関港湾空港技術調査事務所 平野　修一郎 ひらの　しゅういちろう

11:45～13:10 昼　　　　　食

4 13:10～13:25 遠賀川流域治水推進室による流域治水の取り組みについて 遠賀川河川事務所 前田　智喜 まえだ　ともよし

5 13:25～13:40 国道３４号新大工・馬町交差点改良事業について 長崎河川国道事務所 佐藤　柊輝 さとう　しゅうき

6 13:40～13:55 地域で挑む、大雨後の漂流物対策　ー有明海・八代海の漂流物回収ー 熊本港湾・空港整備事務所 並松　大世 なみまつ　たいせい

13:55～14:05 発表者入れ替え

7 14:05～14:20 持続可能な排水機場の操作体制の確保に向けた取り組みについて 武雄河川事務所 山口　陽愛 やまぐち　ひな

8 14:20～14:35 錦町２丁目交差点のピンポイント渋滞対策について 大分河川国道事務所 溝口　小梅 みぞぐち　こうめ

9 14:35～14:50 大分港海岸における鋼製壁体の施工事例について 別府港湾・空港整備事務所 坂本　舜祐 さかもと　しゅんすけ

10 14:50～15:05 令和７年８月豪雨で損傷被災した「網掛橋」の復旧検討について 鹿児島国道事務所 脇　綾哉 わき　りょうや

15:05～15:15 発表者入れ替え

11 15:15～15:30 「なりわい」を守る中山川砂防堰堤と地域連携の取り組み 阿蘇砂防事務所 福永 みり ふくなが　みり

12 15:30～15:45 竹田阿蘇道路事業を進める上での地質リスク回避について 佐伯河川国道事務所 枳原　寛太 げずはら　かんた

13 15:45～16:00 鶴田ダム放流巡視の効率化について 鶴田ダム管理所 柴田　康成 しばた　こうせい

14 16:00～16:15 FMラジオを用いた河川防災情報等の発信について 川内川河川事務所 大澤　慶太郎 おおさわ　けいたろう

発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

15 10:00～10:15 高圧噴射攪拌工法による吐水槽基礎杭の地震対策
独立行政法人水資源機構筑
後川下流総合管理所

大内　勇輝 おおうち　ゆうき

16 10:15～10:30 五ヶ瀬川における流域治水の自分事化に向けた取組 延岡河川国道事務所 梶原　稜佑 かじはら　りょうすけ

17 10:30～10:45 桜島における土石流検知改善の取り組み 大隅河川国道事務所 下田　勝典 しもだ　かつのり

⑤

№

（第2日目）令和8年7月24日（金） 福岡第二合同庁舎 ２F共用(第2-4)会議室

№

①

②

④

③

第１会場（Ⅰ部門）
『安全・安心部門』

防災・減災、安全・安心かつ効率的で円滑な交通

（第1日目）令和8年7月23日（木） 福岡第二合同庁舎 ２F共用(第2-4)会議室

新人賞対象者



発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

1 11:00～11:15 マルチモーダル生成AIによる降灰厚推定の実用可能性評価について 九州技術事務所　 立石　葉香 たていし　ようこ

2 11:15～11:30 フレキシブル型太陽光パネルの活用について 筑後川河川事務所 稲永　葵 いねなが　あおい

3 11:30～11:45
岸壁改良工事に伴う課題への対応　～下関港における国際ターミナルの老朽化対
策～

下関港湾事務所 飛松　英佑 とびまつ　えいすけ

11:45～13:10 発表者入れ替え

4 13:10～13:25 みやこ行橋バイパスにおけるDXについて 北九州国道事務所 前田　恒喜 まえだ　こうき

5 13:25～13:40 新技術活用促進に向けて～九州独自の取り組み～ 九州技術事務所 澄田　純弥 すみた　じゅんや

6 13:40～13:55 3次元点群デ-タ解析とQGIS活用による空港土木施設維持管理の効率化と高度化 福岡国際空港　株式会社 清原　翔平 きよはら　しょうへい

13:55～14:05 発表者入れ替え

7 14:05～14:20 大島地区オフランプ上部工のプレキャスト化による省人化について 有明海沿岸国道事務所 浜田 拓弥 はまだ　たくや

8 14:20～14:35 中九州横断道路事業におけるBIM/CIM技術を活用した効果と展望について 熊本河川国道事務所 廣瀬　郁希 ひろせ　ゆうき

9 14:35～14:50 白川固定堰群改築事業のBIM/CIM活用について 熊本河川国道事務所 鈴木　祐芽 すずき　ゆめ

10 14:50～15:05 高水流量観測の高度化について～河川流量観測はDXの時代へ～ 佐賀河川事務所 馬渡　巧禰 まわたり　いさね

15:05～15:15 発表者入れ替え

11 15:15～15:30
令和２年７月豪雨災害復旧事業 特殊橋の上部工架設における最適なDXの活用に
ついて

八代復興事務所 奥 陽優 おく　ひゆう

12 15:30～15:45 長崎港におけるケーソン製作ヤードの検討 長崎港湾・空港整備事務所 川口　大稀 かわぐち　たいき

13 15:45～16:00 ミューオン観測を用いた溶岩ドームの内部構造把握 長崎河川国道事務所 岩田　和宙 いわた　かずみち

発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

14 10:00～10:15 官庁営繕事業における施工段階のBIM活用について 九州地方整備局営繕部 髙崎　祐輔 たかざき　ゆうすけ

15 10:15～10:30 災害復旧事業におけるデジタル技術活用の効果検証 長崎県　対馬振興局 横山　慎一郎 よこやま　しんいちろう

16 10:30～10:45 本明川ダムにおける基礎処理工の施工合理化について 本明川ダム工事事務所 保坂　駿 ほさか　しゅん

（第2日目）令和8年7月24日（金） 福岡第二合同庁舎 ２F共用(第5-6)会議室

⑤

第２会場（Ⅱ部門）
『イノベーション部門』

i-Construction・インフラDX、カーボンニュートラル関連
建設生産性向上（入札・契約の工夫、新技術の活用、監督・検査の合理化等）

（第1日目）令和8年7月23日（木） 福岡第二合同庁舎 ２F共用(第5-6)会議室

№

①

②

№

③

④

新人賞対象者



発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

1 11:00～11:15 デジタル変革の第一歩：職員主導のスキルアップとペーパーレス化推進 総務部 吉開　健二 よしがい　けんじ

2 11:15～11:30 若手路政事務担当者会議（通称：若手会）の活動報告について 道路部 横田　将丸 よこた　しょうま

3 11:30～11:45 DXを活用した人材育成の取り組みについて 九州技術事務所 木部　仁美 きべ　ひとみ

11:45～13:10 昼　　　　　食

4 13:10～13:25 杖立温泉かわまちづくり社会実験における広報戦略について 筑後川ダム統合管理事務所 山田　涼 やまだ　りょう

5 13:25～13:40 河川許認可事務処理の効率化について 熊本河川国道事務所 上野　菜々海 うえの　ななみ

6 13:40～13:55 「夢授業」で伝える国土交通省の魅力～ケーソンから繋がった地域交流の輪～ 苅田港湾事務所 大島　諒也 おおしま　りょうや

13:55～14:05 発表者入れ替え

7 14:05～14:20 厳木川中島地区かわまちづくり 武雄河川事務所 川邊 真人 かわべ　まなと

8 14:20～14:35 国道１０号（霧島～姶良）渋滞対策検討について 鹿児島国道事務所 新保　里菜 にいぼ　りな

9 14:35～14:50 魅力ある職場とは？ 山国川河川事務所 林　洋仁 はやし　ひろと

10 14:50～15:05 山国川かわまちづくりにおける地域とのつながりについて 山国川河川事務所 江隈　心丞 えぐま　しんじょう

15:05～15:15 発表者入れ替え

11 15:15～15:30 平佐リバーパークかわまちづくりの取組について 川内川河川事務所 川村　勇斗 かわむら　ゆうと

12 15:30～15:45 緑川ダム管理所の勤務環境改善の取り組み 緑川ダム管理所 松岡　賢輔 まつおか　けんすけ

13 15:45～16:00 川辺川アカデミアの取組みについて 川辺川ダム砂防事務所 松尾　朋弥 まつお　ともや

発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

14 10:00～10:15 国道 ２２０号古江バイパス開通 に関 する広報活動 について 大隅河川国道事務所 木村　晃彦 きむら　あきひこ

15 10:15～10:30 RPA開発業務について 宮崎河川国道事務所 中山　俊宏 なかやま　としひろ

16 10:30～10:45 「みちづくしinのべおか2025」　の取り組み 延岡河川国道事務所 續　駿也 つづき　しゅんや

№

①

②

第３会場（Ⅲ部門）
『CX・アカウンタビリティ部門』

人材育成、職場環境改善（働き方改革、業務改善等）
効果的な広報活動、住民との合意形成（アカウンタビリティ、用地補償等）

（第1日目）令和8年7月23日（木） 東福第二ビル 1F(第1)会議室

③

⑤

（第2日目）令和8年7月24日（金）

№

東福第二ビル 1F(第1)会議室

④

新人賞対象者



発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

1 11:00～11:15   優良建築物等整備事業の評価と課題～地域事例に基づく事例研究～ 建政部 吉田　楓司 よしだ　ふうじ

2 11:15～11:30 国道202号国体道路の空間再編について 福岡国道事務所 長尾　朋来 ながお　ともき

3 11:30～11:45 地域防災と経済活動を支える港湾機能の強化 鹿児島港湾・空港整備事務所 入部　滉太朗 いりべ　こうたろう

11:45～13:10 昼　　　　　食

4 13:10～13:25
多様な主体との連携によるストック効果向上の取組に関する一考察～海の中道海
浜公園における魅力向上の取組事例～

国営海の中道海浜公園事務所 下村　聡子 しもむら　さとこ

5 13:25～13:40
モーダルシフト推進に向けた博多港箱崎ふ頭地区複合一貫輸送ターミナル整備事
業の意義と効果

博多港湾・空港整備事務所 上田　将史 うえだ　まさし

6 13:40～13:55 新たな住民協同のあり方～遠賀川みらい会議の取り組み～ 遠賀川河川事務所 荒巻　卓郎 あらまき　たくろう

13:55～14:05 発表者入れ替え

7 14:05～14:20 巨瀬川の流域治水の更なる推進に向けて～巨瀬川特定都市河川指定を実施～ 筑後川河川事務所 東 拓延 ひがし たくのぶ

8 14:20～14:35 「みち灯り」プロジェクトについて 北九州国道事務所 百田　歩 ももた　あゆむ

9 14:35～14:50 北九州空港滑走路延長事業における過走帯改良について 北九州港湾・空港整備事務所 葭田　大成 よしだ　たいせい

10 14:50～15:05
データ分析に基づく熊本都市圏の実情に応じた渋滞緩和につながる行動変容の取
り組み

熊本河川国道事務所 蓑毛　渉 みのも　わたる

15:05～15:15 発表者入れ替え

11 15:15～15:30 和水町かわまちづくり～整備に向けた合意形成と社会実験の取組について～ 菊池川河川事務所 坂口　智哉 さかぐち　ともや

12 15:30～15:45 球磨川はねの概要とその保存について 八代河川国道事務所 具志堅　光宙 ぐしけん　みひろ

13 15:45～16:00 本明川ダムにおける景観調和を考慮した緑化の取り組みについて 本明川ダム工事事務所 松田　拓久 まつだ　ひらく

14 16:00～16:15 砂防事業における環境配慮について 宮崎河川国道事務所 森山　勇希 もりやま　ゆうき

発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

15 10:00～10:15 防波堤における生物生息環境創出の実証とブルーインフラ整備への展開 宮崎港湾・空港整備事務所 伊佐敷　晟那 いさしき　せな

16 10:15～10:30 志布志港コンテナターミナルの物流機能を維持した震災復旧工事について 志布志港湾事務所 松元　海 まつもと　かい

17 10:30～10:45 筑後川水系ダム群連携事業の環境影響評価（水質、地下水の水位） 独立行政法人水資源機構本社 下嶋　みか子 しもじま　みかこ

（第2日目）令和8年7月24日（金） 東福第二ビル 1F(第2)会議室

№

①

②

④

№

⑤

③

第４会場（Ⅳ部門）
『九州活性化部門』

競争力強化（ストック効果の最大化、国際競争力の強化、新市場創出）
持続可能な都市及び地域のための社会基盤の整備、地球温暖化対策等の推進

（第1日目）令和8年7月23日（木） 東福第二ビル 1F(第2)会議室

新人賞対象者



発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

1 11:00～11:15 道路橋石橋の定期点検に関する技術図書策定について 九州道路メンテナンスセンター 竹山　真平 たけやま　しんぺい

2 11:15～11:30 福岡国道事務所における「橋梁メンテナンス」の取組 について 福岡国道事務所 福田　琉心 ふくだ　りむ

3 11:30～11:45 保有船舶が支える開発保全航路―関門航路における実務と将来展望― 関門航路事務所 岩切　あすか いわきり　あすか

11:45～13:10 昼　　　　　食

4 13:10～13:25 福岡空港における航空機走行特性に基づく滑走路舗装改良設計 福岡国際空港　株式会社 末満　虎之介 すえみつ　とらのすけ

5 13:25～13:40 排水機場点検点検におけるロボット現場実装試験について 熊本河川国道事務所 境目　向日葵 さかいめ　ひまわり

6 13:40～13:55 石造アーチ橋の維持管理技術継承を目的としたVR研修システムの構築 九州技術事務所 東　大貴 ひがし　ひろたか

13:55～14:05 発表者入れ替え

7 14:05～14:20 大型函渠の比較検討におけるVFMの活用報告について 佐賀国道事務所 西山　颯人 にしやま　はやと

8 14:20～14:35 廃棄から有価物へ福岡空港刈草を用いた発酵サイレージ飼料の開発 福岡国際空港　株式会社 梅山　竣 うめやま　しゅん

9 14:35～14:50 川下トンネル新設工事ICT活用について 大分河川国道事務所 松木　智裕 まつき　ともひろ

10 14:50～15:05 湿潤式散布車の試行的活用について 佐賀国道事務所 岩佐　怜志 いわさ　れいじ

15:05～15:15 発表者入れ替え

11 15:15～15:30 スリットケーソン式係船岸の老朽化対策について 唐津港湾事務所 鴨川　陸斗 かもがわ　りくと

12 15:30～15:45 大分川ダムの試験湛水方法の変更について 大分河川国道事務所 三森　結貴 みもり　ゆうき

13 15:45～16:00 菊池川における不法係留船対策について 菊池川河川事務所 藤武　敏弘 とうたけ　としひろ

発表時間 発　表　課　題　名 所　属 発表者 ふりがな

14 10:00～10:15 河川協力団体とセブン-イレブン記念財団との連携協定の取組 宮崎河川国道事務所 辻　健介 つじ　けんすけ

15 10:15～10:30 鶴田ダム壁面補修工事の現状と課題 鶴田ダム管理所 下橋　拳喜 しもはし　げんき

16 10:30～10:45
一般国道220号南郷奈留道路における着工前重点準備の取組み

宮崎河川国道事務所 黒木　悠生 くろぎ　ゆうき

⑤

（第2日目）令和8年7月24日（金） 東福第二ビル 1F(第3)会議室

№

①

②

№

③

④

第５会場（Ⅴ部門）
『アセットマネジメント部門』

戦略的なメンテナンス、維持管理

（第1日目）令和8年7月23日（木） 東福第二ビル 1F(第3)会議室

新人賞対象者




